
運営状況報告および地域連携推進会議 議事録 

1. 会議概要 

• 日時： 2025 年 12 月 22 日（月） 

• 場所： グループホーム アリヴィオ 

• 出席者： 

o 管理者：田原 照久 

o 施設長：中島 善成 

o 地域住民代表：松尾様 

o 筑後市役所 福祉課：畦地様 

o （欠席：入居者 太田様およびそのご家族 ※発熱のため） 

2. ホームの概要と運営状況 

• 基本情報： 

o 共同生活援助（グループホーム）として令和 4 年 8 月 1 日より稼働。 

o 定員 6 名（現在男性 6 名が入居中）。 

• サポート内容： 

o 日常生活の相談、家事サポート、身体スキル（入浴・洗髪等）の練習。 

o 服薬管理（飲み忘れ・誤薬防止）の徹底。 

o 金銭管理は、原則として後見人・保佐人の選任を推奨し、経済的虐待防止に

努めている。 

• 入居対象： 

o 一軒家形式のため、自力で階段の上り下りが可能な方。 

o 共同生活の環境上、激しい自傷や他害のない方に限定。 

3. 食事・イベント・健康管理 

• 食事の提供： 

o 調理員による手作りと宅食サービスを併用。 

o 特徴： ご家庭や地元農家からの野菜やお米の寄付もあり、物価高騰下でも

質・量ともに充実。「使い切るのが悩み」と言えるほど豊かな食生活を提供

している。 

• イベント： 

o 月 1 回程度の外出・室内イベント（BBQ、釣り、映画、季節行事など）を実

施。 

o 入居者の楽しみ（QOL 向上）の核となっている。 

• 健康管理： 

o 看護師 2 名による健康相談・受診同行体制。 

o 協力医療機関：太田町クリニック、大石歯科（訪問診療）。 

 



4. リスク管理と安全対策 

• ヒヤリハット・事故報告： 

o 服薬： 以前の服薬の際に落としたものと思われる飲み残し（吐き戻し）が

１件・一時的な保管ミスによる利用者の自己判断での服用が 1 件発生。 

o 対策として、服用後の見守り強化と「見える場所に薬を置かない」管理を徹

底。 

o 転倒防止： 階段での滑り事故を受け、滑り止めを設置。 

o 過去の重大事故： コロナ禍の隔離期間中に発生した窒息事故を共有。教訓

として、食材の刻み等の形態工夫と、食事中の見守りを強化している。 

• BCP（事業継続計画）： 

o 水害対策（土のうステーションの活用）や停電対策（太陽光発電、発電機 2

台、電気自動車による給電）を整備。 

5. 虐待防止と権利擁護 

• 研修： 年 2 回以上の虐待防止研修を実施。 

• 言葉遣い： 親しき仲にも礼儀を保つため「さん付け」を基本とする。利用者・家族

からの「丁寧すぎる」という声と「アットホームさ」のバランスを模索中。 

• 課題： 支援者の人権についても言及。他害行為等に対し、職員が疲弊しないよう、

また社会・地域の理解が得られるよう継続的な啓発が必要。 

6. 質疑応答・地域からの意見 

• 家族の不安： 「虐待のニュースを見ると不安になる」という保護者の声を共有。顔

写真の掲示や交流会、積極的な立ち話を通じて、運営を「開かれたもの」にする重

要性を再確認。 

• 地域代表（松尾様）より： 

o 手作りの食事やイベントといった「生きる喜び」を支える姿勢を高く評価。 

o 「お金を払っているから偉い」ではなく、支え合う相互理解（礼儀）が重要

であるとの意見をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

議事録：第 1 回 グループホームアリビオ 地域連携推進会議 

 

1. 開会・自己紹介 

• 田原（管理者）： 4 名での開催となりますが、よろしくお願いいたします。本日の

流れは資料 1 ページ目をご参照ください。管理者をしております田原です。ホーム

の紹介を担当します。 

• 中島（施設長）： 伍福会の施設長をしております中島です。先月は八女の会議にも

足をお運びいただきありがとうございました。 

• 松尾（地域住民代表）： 松尾です。よろしくお願いいたします。 

• 畦地（筑後市役所）： 筑後市役所福祉課の畦地です。よろしくお願いいたします。 

• 田原： 本来は入居者の太田様と、そのお母様も出席予定でしたが、今朝方発熱（イ

ンフルエンザの疑い）があったため、市役所とも相談のうえ、本日はこのメンバー

で開催させていただきます。 

2. 運営状況と支援内容 

• 田原： 令和 4 年 8 月 1 日に稼働した共同生活援助事業所です。定員 6 名（男性の

み）で現在満室です。 

• てんかん発作への対応や、入浴・食事（ペース配分）の練習が必要な方のサポート

を行っています。 

• 田原（服薬・金銭管理）： 服薬の飲み忘れや間違いがないかの確認、また経済的虐

待を未然に防ぐため、将来的には後見人・保佐人といった外部の目が届く形を目指

していますが、現在はまだご家族がサポートされている方もいます。 

• 田原（対象者の選定）： 建物が一般的な一軒家でバリアフリーではないため、自立

歩行が可能な方を対象としています。また、狭いホーム内でトラブルが生じた際に

距離を置くことが難しいため、激しい自傷や他害のない方に限定させていただいて

おります。 

3. 食事と生活の質について 

• 田原（食事）： 調理員が手作りのご飯を提供する日と、宅食を併用しています。地

元の農家さんやご家庭からお米や野菜をいただくこともあるため、物価高騰の中で

もご満足いただける食事を出せています。体重管理が必要な方には量を調整しつつ、

満足感を大事にしています。 

• 中島（予算）： 正直なところ、食材が豊富で予算を使い切るのに苦労するほどです。

「値上げ」ではなく「どう使い切るか」という贅沢な悩みになっています。おやつ

等のパック製品は量が減っていますが、食事に関しては農家さんや地元の努力に感

謝しかありません。 



• 田原（イベント）： 月 1 回、外出等の企画を行っています。最近ではバーベキュー、

釣り、映画鑑賞など。入居者に楽しみを聞くと「ご飯かイベント」と答えるほど定

着しています。 

4. 虐待防止・事故・ヒヤリハット報告 

• 田原： 昨年のヒヤリハットとして、服薬ミスが 2 件。1 件目は居室での「吐き出し」、

2 件目は「自身の薬（頓服）の余分な摂取」です。どちらも重篤な症状には至りませ

んでしたが、見守り時間の延長と、薬を目に見えない場所で管理するよう対策を徹

底しました。 

• 畦地（市役所）： 服薬以外の事故はどうでしょうか。 

• 田原： 階段の滑り事故がありました。滑り止めを設置し、現在は様子を見ています。 

• 田原（重大事故の共有）： 数年前のコロナ禍において、居室での隔離食事中に窒息

事故が発生したことがあります。発見後すぐに心臓マッサージや AED、救急搬送を

行いましたが、間に合いませんでした。この経験から、現在は対面・共有スペース

での食事と見守りを最重要視しています。 

• 田原（虐待防止）： 年 2 回以上の研修を実施しています。また、職員と入居者の距

離感として「さん付け」を徹底しています。親しき仲にも礼儀ありというラインが、

利用者様から「よそよそしい」と言われることもあり、塩梅が難しい部分です。 

5. 協議：福祉現場の課題と地域理解 

• 中島（職員の権利）： 利用者の人権は当然大事ですが、現場では職員が傷だらけに

なりながら支援している現実もあります。職員が「噛まれただけです、大丈夫です」

と言うのに対し、管理職として「それは当たり前ではない」と意識改革をするのが

私のライフワークです。 

• 中島： 社会的・地域的な理解がないまま現場に全責任を負わせる「社会的な拘束」

があると、組織防衛のために重度の方を断らざるを得なくなります。本人のステッ

プアップのためにも、「何でも許される」のではなく、課題は課題として一緒に向き

合ってほしいと保護者様にも伝えています。 

• 松尾（地域住民代表）： 相手ばかりが選ぶのではなく、施設側にも選択肢や判断基

準があるべきですね。 

• 田原： 失敗を経験にしたいので、すぐにお断りするのではなく、回数を決めてチャ

レンジする形をとっています。 

• 畦地（市役所）： 地域としても、こうした現場の苦労や実情を理解し、感謝してい

かなければならないと感じます。 

• 中島： 食事やイベントで喜んでもらえることを糧に、何とか気持ちで支えている部

分があります。今後も筑後市・八女市全体の福祉向上のため、開かれた運営を続け

ていきます。 

6. 閉会 以上の報告後、ホーム内の見学を行い閉会。 


